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一年を終えるにあたって 

学校長 萬谷 隆一  

いよいよ 1年のしめくくりとなりました。この一年間、お子様は大きく成長し、子

どもから大人への階段を着実に歩んできているのではないでしょうか。 

学校での教科、総合的な学習、特別活動などでの学びに加えて、校外学習や

合宿研修、藤華祭、合唱祭など、さまざまな行事や学習に取り組みながら、お子

様たちは、13 歳、14 歳という多感な時期を生き生きと過ごしてきたのではない

かと思います。附属ならではの個性豊かな仲間たちとの闊達な学び合いを通じ

て、お子様たちは大きく成長してきたことでしょう。 

まだコロナの名残りがある時期から、附属中は徐々に附属らしい以前の姿に戻りつつあるように感じています。

とりわけ 3月 14日の卒業式は、その兆しを感じさせる機会でした。卒業式に向けて、1年生、2年生が、先輩た

ちの門出を祝うための装飾や合唱などの準備活動に一生懸命取り組む姿が印象的でした。いつもはすぐ遊びに

行く昼休みの時間も惜しんで合唱の練習にいそしむクラスもあり、先輩たちへの気持ちを伝えたい思いが徐々に

高まってゆく様子が見えました。  

とりわけ卒業式当日の、全校の生徒で合唱した「大地讃頌」は、1 年生、2 年生、3 年生の心が一つになった

瞬間であったように思います。巣立ってゆく先輩たちの凛々しい姿に触れ、１・２年生も、自分たちもあのようになり

たいと気持ちを高めたのではないかと思います。このたびの卒業式は、生徒たちの心の交流、心の高まりがある、

ここ数年で最も印象に残る、附属中の一体感を感じさせる機会になったと感じます。 

春になると、それぞれ学年が上がり、2 年生、3 年生となります。新しいステージでも、お子様たちがしっかり自

立し、協力して学びに取り組んでいけるよう、教職員一同、心ひとつに頑張ってまいりますので、保護者の方々に

はご支援・ご協力をお願い申し上げます。 



■離任する教職員からの言葉                      
３月をもちまして、以下の教職員が本校から転出・退任することとなりました。離任する教職員からの言葉を紙

面にて紹介させていただきます。 

萬谷 隆一 校長 （５年） ご退任 

杉本 泰範 主幹教諭 （数学科・９年) 札幌市教育委員会へ 

大水 恵汰 教諭 （保健体育科・１年） 札幌市立学校へ転出予定 

渡辺 拓生 教諭 （特別支援・６年） 札幌市立明園中学校へ 

柳谷 直明 講師 （国語科・１年） ご退任 

森越 千恵子 講師 （理科・３年） ご退任 

井坂 春太郎 講師 （特別支援・２年） 滝上町立滝上中学校へ 

上野 さくら 講師 （特別支援・２年） ご退任 

井上 悠也 講師 （特別支援・２年） 札幌市立学校へ転出予定 

小田島 帆希 講師 （特別支援・１年） 札幌市立中の島中学校へ 

鎌塚 宗一 参事 （３年） 北海道教育大学札幌駅前サテライト 

田塚 悦章 用務員 （３年） ご退任 

 

 

附属札幌中での私の 5 年間は、コロナの日々からスタートしました（2020 年）。修学旅行も 2 度延期され卒

業式直前のトマム・阿寒への旅行となりました。その後も大雪による休校、クマ出没など、さまざまなできごとに事

欠かない 5年間でした。 

私の人生にとって、大学教員として大学の中にとどまることなく、附属中学校に身を置いたことは、大きな意味

のあることでした。中学校 3 年間の生徒たちの日々の営みと成長、教え支えることに全身全霊をかける先生方の

姿を、肌で感じることができたことは、教育大学の教員として、最後に豊かな学びを得させていただき、心から感

謝しています。 

終わりに、附属札幌中の生徒はみな将来有望です。それぞれの夢を実現できるよう、心から期待しています。 

 

 

本校での９年間の生活を振り返ると、どの年であっても変わることなく、仲間と共に意欲的に学び合いを展開

する生徒、そして本校の教育活動に常に御支援、御協力くださる保護者の皆様の姿が浮かんできます。本校は伝

統的に「共創の学校」の理念を掲げ、大切にしています。コロナ禍では様々な制約によってその理念の具現化が

難しい時期もありましたが、昨年度の５月にその制約が解除されてからの期間は、少しずつ復活した様々な学校

行事や PTA活動などを通して保護者の皆様と直接お会いする機会が増え、改めてこの理念が保護者の皆様の

学校や全校生徒に対する強い思いによって具現化していることを、感謝の念とともに実感する日々でした。今後も

この理念を大切にし続け、教員・保護者・地域社会が三位一体となって生徒の健やかな成長を支える学校として、

一層発展することを願っております。９年間、本当にありがとうございました。 

杉本 泰範 主幹教諭 

萬谷 隆一 校長 



 

1 年間過ごしたこの「學園」ではたくさんの学びがあり、私自身も成長することが出来ました。 授業中には予

想外の考えが出てきたり、新しい発見があったりと皆さんの姿に感心する毎日でした。体育の授業では「運動が

苦手な人、嫌いな人が多いのかな…」と不安に思っていましたが、いざ授業が始まると「もっとやりたい！」や「〇

〇をできるようになりたい！」のように、どの教科においても学びに向かう姿勢には目を見張るものがありました。

躊躇なく近くの人と意見を交流する姿、意欲的に学びに向かう姿はさすが附属生だなと思わされました。今後も

皆様のご活躍を心よりお祈り申し上げます。1年間ありがとうございました。 

 

 

この度、長らくお世話になりましたが、異動のため、こちらの学校を離れることとなりました。保護者の皆様には、

日頃からのご支援とご理解を賜り、心より感謝申し上げます。 

学校生活の中で、子どもたち一人一人がどれだけ大きな成長を遂げているのかを実感し、私は常に勇気づけ

られていました。どんな小さな出来事でも、それが彼らの未来にとって大切な一歩となることを信じています。保護

者の皆様が温かく見守り、サポートしてくださったおかげで、子どもたちは安心して学び、成長することができまし

た。 

私自身も皆様から多くのことを学び、たくさんの励ましをいただきました。これからも生徒たちが充実した学校

生活を送れるよう、学校全体でさらに協力し合ってまいります。 

どうか今後とも変わらぬご支援をお願い申し上げます。そして、保護者の皆様のご家族の健康と幸せをお祈り

申し上げます。 

これまで本当にありがとうございました。 

 

 

一年間の任期を終え、離任いたします。附属札幌中学校の生徒と教職員の皆様から得るばかりで、与えること

がなかったと反省頻りです。学ぶ・教えるスパイラル、理解・表現のスパイラルを目指しましたが、偏ってばかりで

した。保護者の皆様にも、大変お世話になりました。 

生徒は鑑賞・批評をよく書いていました。説明的文章・文学的文章理解のため、主体的に書いていました。「文

は人なり」。文・文章の概念理解、発想・着想・表現の多様性に驚かされました。附属札幌中学校の生徒全員の

大飛翔、大活躍を楽しみにしています。 

御縁いただいた附属札幌中学校が日本の教育を更に改善しますことを願い、深く感謝して御挨拶といたしま

す。皆様、有難うございました。 

 

 

石狩街道を通って通勤しておりますが、道路沿いの木々の梢にも春の芽吹きの予兆が感じられる頃となりまし

た。 

３年前、ご縁がありまして本校に赴任いたしました。研究授業で来校させていただいた時以来の附属中学校で

す。研究授業の折には、３年生の理科の授業を参観させていただきましたが、子供達の活発な意見交換や意欲

大水 恵汰 教諭 

渡辺 拓生 教諭 

柳谷 直明 講師 

森越 千恵子 講師 



的な実験の取り組みが、とても印象に残りました。 

授業をさせていただくと、あのときの印象そのままに、意欲的で知的好奇心全開の子供達のおかげで大変楽

しいものとなりました。保護者の皆様が深い愛情の元に育てて下さった賜です。 

第77期の子供達も、誇りをもって本校を旅立ちました。この校風がこれからも受け継がれることを深く祈念し、

お礼のことばとさせていただきます。 

 

 

私はふじのめ学級で 2 年間お世話になりました。附属中学校の皆さんとは、現 3 年生が 2 年生の際に実習

でお世話になり、今でもすれ違うと挨拶や会釈をしてくれることが嬉しかったです。皆さんと過ごした数か月は、私

も同じ中学生に戻れた感覚でいられたのを覚えています。私は滝上町立滝上中学校へ異動になります。皆さん

の真面目で努力できる誠実さをこれからも大切にして頑張ってほしいと思っています。短い間でしたが、一緒の

時間を共有してくれてありがとうございました！ 

 

 

2 年間、ふじのめ学級の非常勤講師として勤務をさせていただき、また、大学院の教育実習においても大変お

世話になりました。生徒のみなさんの、一生懸命に学びに向かう姿や、仲間と高め合う姿が素敵だなぁ、といつも

思っていました。学びに関わらせていただく中で、自身の未熟さを痛感しつつも、どうしたら力になれるのかを考

え続けることが、とても貴重な学びにつながったと感じています。これからも、附属中学校でいただいた学びを自

信に、努力を続けていきます。今まで本当にありがとうございました。 

 

 

みなさん、今までありがとうございました。附属中学校のみなさんの自分自身で学びを調整していく姿がとても

素晴らしいと感じました。それは勉強だけでなく、日常の様々なことに直結していく力だと思います。その力をさら

に伸ばしていくことで、よりよい「自分」に成長していけると思います。みなさんの未来が明るく輝くことを心から願

っています。 

 

 

附属中学校の生徒の皆様、保護者の皆様、これまで大変お世話になりました。附属中学校とは様々な行事や

集会などで関わらせていただきました。また、実習でもお世話になった学校でもあり、たくさんの経験・学びを通し

て自分自身が大きく成長できた場所でもあります。皆さんにとって、「中学校生活、楽しかったな」と思えるように、

残りの１年、２年を大切に思いっきり楽しむことも忘れずに過ごしてほしいなと思います。短い間ではありましたが、

ありがとうございました。 

 

 

３年前、第７７期生と一緒に附属札幌中学校にお世話になり、このたび大学の人事異動の一環により第７７期

生の卒業に合わせて離任することになりました。当初は初めての附属学校事務ということで、慣れない中でご迷

鎌塚 宗一 参事 

井坂 春太郎 講師 

上野 さくら 講師 

井上 悠也 講師 

小田島 帆希 講師 



惑をおかけする場面も多々あったかと思いますが、生徒さん並びに保護者様からのご理解とご協力の下で、なん

とか３年間無事に仕事をさせていただけましたこと改めて感謝申し上げます。最後に、生徒さんそれぞれの今後

のご活躍と、保護者様の益々のご健勝を祈念しております。ありがとうございました。 

 

 

附属中の用務員として、3年 3 ヶ月間お世話になりました。 

直接生徒の皆さんと関わることはありませんでしたが、朝の元気な挨拶や、廊下での元気いっぱいの笑い声に、

日々成気していく姿を見て私にとって楽しく充実した日々でした。至らない点も多々あったと思いますが、温かく見

守ってくださった保護者の皆様方には感謝の言葉しかありません。本当にありがとうございました。 

最後になりますが、子どもたちの今後の健やかな成長を心よりお祈り申し上げます。 

 

※令和４年度からジョホール日本人学校に赴任した高村克徳教諭（保健体育科）は３月末に帰国し、４月より

札幌市立八軒中学校へ赴任することになりました。 

 

■ＰTA父親委員会の活動から 

学校だより第１２号で、２月１５日（土）に行われた父親委員会の皆様による校舎環境整備活動について紹介

させていただきました。５月１１日（土）の小・中・ふ合同の「附属花プロジェクト」や藤華祭での校歌合唱、そして

各部活動へ参加いただくなど、父親委員会の皆様には多くの場面でお世話になりました。心から感謝申し上げ

ます。今号では、父親委員長の大平栄一様からいただいた御感想を紹介させていただきます。 

 

PTA父親委員会活動を終えて 

PTA父親委員長 大平 栄一  

父親委員会では、年 2 回の校舎整備を企画し、5 月に附属花プロジェク

トと題し、花壇への花の植え込みや光庭などの清掃を行い、子どもたちが笑

顔で登校する姿を思いながら作業を行いました。 

2 月には男子更衣室ワックスがけ、1 年生各教室前面のペンキ塗りを行

いました。 

参加した父親、先生方全員手際よく綺麗な仕上がりになり、子どもたちが

喜んで授業を受けていたと聞くと冥利に尽きます。 

今年度は子どもたちと直に関わることを目的として藤華祭合唱、各部活動交流戦を企画し行いました。 

藤華祭ではステージで全力で歌い、運動部では子どもたち VS 父親の全力で白熱した対戦が繰り広げられ、

合唱部では一緒に合唱を行い、自身も楽しみながら、子どもたちの生き生きした笑顔や真剣な姿を身をもって体

感でき、成長を感じ幸せに思います。 

今年度父親委員の活動にご理解ご協力いただきました保護者の皆様、ご参加いただきました父親委員の皆

様、サポートしていただきました教員の皆様に心より感謝申し上げます。 

引き続き、皆様で子どもたちがより充実した学校生活になるように全力でサポートして楽しみましょう。 

田塚 悦章 用務員 



＜新年度当初の予定＞ 

 

＜４月８日（火）の予定＞ 

新年度は４月８日（火）から始まります。登校したら、外靴を持参の靴袋に入れて１・２年時の教室に移動

し、待機してください。（下駄箱に外靴を置かないでください） 

当日は、上靴を忘れないように気を付けてください。また、新しい教科書が配付されますので、それらを持ち

帰ることができるカバン等の準備を忘れずにお願いします。 

 新２年生 新３年生 

８：３５～ ８：４５ 朝学活（旧学級教室へ入ってください） 

８：５０～ ９：２０ 清掃・片付け 

９：２５～１０：４０ 体育館移動、歌唱練習、新任式、始業式 

１０：５０～１１：０５ 旧学級学活 

１１：２５～１２：１５ 新学級学活 

１２：２５～１２：5０ 給食（簡易給食） 

１２：5０～１３：０5 片付け、昼休み 

１３：０5～１３：4０ 入学式総練習 

１３：4０～１４：００ 下校 

麻生（優）１４：００ 栄町（路）１４：０8 

休憩時間 

１４：００～１５：２０  会場設営 

１５：２０～１５：３０  下校 

麻生（優）１５：4０ 栄町（路）１５：45 

 

 ８日（火） 新任式・始業式 

 ９日（水） 第８０回入学式 

10日(木) 研究日 

１１日（金） 委員会・専門局員選出、尿検査 

１４日（月） 授業参観、学年・学級ＰＴＡ懇談会（全学年） 

１５日（火） 学級写真撮影、委員会専門局会 

 職員会議（５時間日課） 

１６日（水） 研究日、斡旋教材販売日（朝） 

全国学力・学習状況調査質問紙調査（３年） 

１７日（木） 全国学力・学習状況調査（３年） 

１８日（金） 前期役員委員承認式 

          委員会・専門局会 

２１日（月） 教育相談① 

２２日（火） 教育相談② 

２３日（水） 研究日、委員会・専門局会 

２４日（木） 合同体位測定、教育相談③ 

２６日（土） 午前：部活動結成集会（希望者のみ参加） 

午後：ＰＴＡ・ふじづる総会、ＰＴＡ学年委員会、 

ＰＴＡ常務委員会、ＰＴＡ役員会 

２８日（月） 委員会・専門局会 

３０日（水） 研究日 

※新年度の予定は変更する 

可能性がございます。 


